
 
 

 

平成 22 年度 第 3回学生評価委員会 議事録 

日時：9月 2７日（月）12:45～13:25 
出席者：教員：安田進（ ），見村博明（ ），松井邦人（ ），武村武（○） 
    Ｍ2：小笠原龍童（○），田島規雄（○），鶴田隆文（○） 
    Ｍ1：高橋翔（○），守屋厳太郎（ ），渡辺綱（○） 
    4年：遠藤章介（○），大沢祐輔（ ） 
    3年：片山祐枝（○），肥後成一（○） 
    2年：石川香織（○），椎名昌士（○） 

会議内容 
 

1. アンケート調査実施概要 

・ 調査目的: 学生から授業に対する意見を聞き出す為，討論会のデータ集め． 

 

・ 実施日：2年生 10 月 22 日(金)4，5 限 建築・都市デザイン演習 

         3 年生 10 月 13 日(水)及び 20 日(水)3，4 限 構造実験及び水理実験 

         4 年生，大学院生 10 月 18 日～22 日 

 

・ 実施メンバー：2年生（石川，椎名，守屋，小笠原） 

3 年生（片山，肥後，渡辺，鶴田） 

          4 年生・大学院生（遠藤，大沢，高橋，田島） 

 

・ 配布方法：2,3 年生:授業時に配布 

     4 年生，大学院生:各研究室に配布        

 

・ 集計方法：各グループで分担し集計，その後，田島を中心に大学院生で取りまと 

めを実施 

 

2. アンケート内容の検討 

前回の挙がっていた意見をもとに作成したアンケート票の再検討を行った． 

討論会の際に何を先生方に伝えたいかを念頭に置き議論を行った． 

 

・ 議論のポイント 

1. どんな授業がいい授業なのか？分かりやすい授業なのか? 

・質問がしやすい授業環境 

 ・分かりやすい資料 



 
 

 

⇒わかりやすい授業とはどんな授業かを学生に投げかける質問を用意する． 

  

2. 副手を有効利用できないか? 

       ・副手が授業の内容を理解した上で，授業に入れているか? 

       ・先生方の事前の打ち合わせはできているか? 

       ・授業によって，打ち合わせのレベルが異なっているのではないか? 

    ⇒副手の量や質問をしたときの副手の対応といった項目をコード欄に入れる． 

 

3. 次回の学生評価委員会 

 

・ 鳩祭終了後，11 月上旬ころ予定 

・ 議題は，調査したものをまとめて，ヒアリング調査が必要なのかを議論する．必要

ならば，調査の仕方を検討する． 

 

文責 田島 


